
外傷整形外科フェロー
整形外科専攻医(後期レジデント)

1.  「センターマニュアル」に従った治療方針の習得
2.  担当患者の病態分析・スライド作成
3.  Workplaceを使用した事前症例検討、

センター長および上級スタッフより指導
4.  センター長および上級スタッフ管理下での

担当患者執刀・外来フォロー
5.  学会発表・論文作成

・整形外科変性疾患外来なし、

  基本的に手術患者のフォロー外来のみ

・専用手術室体制による早期手術

・On-Offのはっきりした勤務

当
施
設
の
特
徴

研 
修 

内 

容

フェロー
2024年4月より1-2年間
(以後指導医としての雇用可 )

後期レジデント
2024年4月より4年間 
【基幹施設 :北海道大学整形外科】
研修プログラムに連携施設として準ずる
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【選考方法】

【研修責任者】 土田 芳彦
湘南鎌倉総合病院 センター長

 札幌東徳洲会病院 センター長

札幌東徳洲会病院（担当 松山）

ishi_kenshu@higashi-tokushukai.or.jp

お問い合わせ先

整形外科外傷治療に特化した
日本でも有数の施設

2年間：外傷センター
 (湘南鎌倉総合病院あるいは札幌東徳洲会病院)    

2年間：北海道大整形外科および関連病院

募 集

2024年度

概 要

骨折治療から切断指再接合・血行再建・
皮弁形成など、外傷整形外科治療に

必要な全ての技術を習得することが可能

湘南鎌倉総合病院
外 傷 セ ン ター

札幌東徳洲会病院
整形外科外傷センター
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土田 芳彦 ytutida@world.ocn.ne.jp

湘南鎌倉総合病院（担当 藤井）     

k_fujii@shonankamakura.or.jp

面 接 / センター訪問
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